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一万円以下で買えるドローン





ドローンによる農薬の散布 （動画）







ドローンの「使い手」が変える中国農業
進む効率化と脱汚染
「農業用ドローンは工業分野の先端技術の異業種での実
用化として、思いもしない効果を生み出した」と語る。
張氏によると、ある農業用ドローン生産大手がここ数年
で販売した農業用ドローン約5万台は、4億ムー（約2667
万ヘクタール）余りの農地で利用されているという。
中国で李さんや肖さんのような「空から農作業をす

る」ドローンの使い手は非常に多く、今も増え続けてい
る。彼らは操縦技術に長けているだけでなく、自動操縦
のスキルも高い。状況に応じて飛行高度やルートを設定
し、飛行経路から作業の抜けた箇所を分析するほか、肥
料や農薬の量を正確に算出する。ドローンの活用は、農
作業の効率を向上させただけでなく、農薬や肥料の過度
の使用による農地と農作物の汚染も防いでいる。







新型コロナウイルスの感染拡大でオンライン診療が規制緩和され、一時的に
自宅配送ができるようになったことで、関係者はドローンによる医薬品配送
への後押しになるとの期待を抱く。





「高齢者に需要高い」

• 一級河川の吉井川沿いに険しい山々が連なる岡山県和気町。２年前
から、ドローンで集落に食料品などを届ける実験を行っている。

• ドローンが吉井川上空を飛んで荷物を運ぶ集落は３つあり、昨年７
月末現在で６５世帯１４６人が居住。最寄りのスーパーまで１３キ
ロあったり、ふもとの吉井川との高低差が３８０メートルに達して
いたりと交通の便は良くない。車が運転できず、近所の人に運んで
もらっている人もいる。

• 同町まち経営課は「住んでいる高齢者は医者に行くだけで一日仕事
になる。薬の配送需要は高い」と説明。実験はドローン活用を進め
る国の補助事業だが、今年度は新たに医薬品配送ができるよう、同
町は県や国との協議を進めている。

• 医薬品の運搬は、医師が処方しない一般薬についてはすでにドロー
ンで運ぶことの規制はない。だが、処方薬の場合、患者や保護者は
医師が書いた処方箋の原本を薬局に届け、薬剤師に対面で服薬指導
を受ける必要があった。



離島に一般薬を届ける実験

• 大分県では今年３月、離島に一般薬を届ける実験を始めた。
津久見市の市街地から北東に１６キロ離れた「無垢島（む
くしま）」。人口３５人で、居住者の７割以上が６５歳以
上の高齢者だ。本土とは市が運航する客船で片道３０分。
飲料水も運ぶライフラインで１日に１～２便を運航してい
るが、水曜日は運休。

• 実験では、島民が専用コールセンターに電話をかけると、
センターから注文を受けた薬剤師がドローンに薬を積む。
ドローンは高度６０メートルで海を飛行し、島のヘリポー
トに到着。備え付けの収納ボックスに自動的に収められる。
島民は与えられた専用電子キーを使って開錠し、荷物を受
け取る仕組みだ。

• 大分県新産業振興室では「新型コロナ禍で、感染拡大防
止のためわれわれも島には渡れていない状態。ドローン活
用で生活を守りながら利便性を提供していきたい」と話す。
３年後の実用化を目指している。



都市部

• ドローンの活用は中山間地域や島嶼（とうしょ）部と都市部では
事情が異なる。

• 千葉市は平成２８年１月にドローン活用の国家戦略特区に指定
され、同年４月から実験を始めた。東京湾岸の物流倉庫から、ド
ローンで海を越えて東に１０キロの幕張新都心エリアに物資を１
０分程度で運び、暮らしの利便性を高める－という青写真を描く。
実験では一般薬の配送もすでに行われている。ただ、実験開始か
ら４年を経ても実用化には至っていない。

• 新都心エリアのような都市部は航空法上の「人口集中地区」。
上空１５０メートル以上の飛行や空港近くでの飛行と並び、安全
性を確保し許可を受けた場合にのみ飛行ができる。

• 実験も時間をかけて慎重に行われ、目的地周辺の川や鉄道をま
たぐ実験がまだ残っている。ドローンは自動運転だが、飛行を監
視する補助者を配置して運用している。千葉市国家戦略特区推進
課は「まだ実績を積んでいる段階。将来的には補助者なしでの運
用を目指したい」と話している。







アメリカでは、移植用臓器の搬送が
検討されている。

搬送用ボックスは、冷凍、振動防止、
温度計測、バイオセンサー、気圧計、
GPSなどが必要。

ヘリコプターで運ぶよりも、ややく、
安全などの特徴がある。



ANAなど／ザンビアで血液検体などをドロー
ン輸送
2019年08月29日 国際

ANAホールディングスとエアロセンス、国立
国際医療研究センター（NCGM）は8月29日、
ザンビア共和国でドローンによる血液検体等
の輸送を行うと発表した。



トラックなどによる陸上輸送が難しい場所に生活物資や医薬品などを届け
られる品質を目指す。ANAHDは機体の整備や運行管理に必要な機能などの
知見を提供。エアロネクストは物流用ドローン「Next DELIVERY」の開発で
培った技術を提供する。

Next DELIVERYは従来のドローンとは異なり、運搬中に荷物が傾かないよ
う、飛行に関わる部分と荷物を積み込む部分を分離させる設計。



研究チームが採用したアプローチは、荷物を積載したドローンが配送センター
から飛び立ち、配送センターから近くを走行するバスまで飛行して「乗車」し、
配達先の付近に近づいたらバスから再び飛び立って配達を行うというもの。ま
た、ドローンは1台のバスにしか乗らないわけではなく、別のバスへ「乗り換
え」を行うケースもあるとのこと。





動力は、ガスタービンで発電、モーターでプロペアを回す。全自動飛行。
コンテナを直接乗せて運ぶ。２．４トンまで積める。自動衝突防止、送電線を避け
る。荷物を下ろすのも機体を傾けて行える。全重量６．５トン。





RHAEGAL‘S ROLLOUT Edwards 空軍基地 ( Cal)で試験飛行開始（２０２０・０３）
日樽は、Oliver Garrow 主任技術者 右 Lukas Flenner 設計のリーダー



送電線の鉄塔の上の機器の接続状況を調べる。



SkyDrive／「空飛ぶクルマ」応用、重量物運搬用ドローン開発
2019年12月16日 IT・機器

SkyDriveは12月16日、重量物運搬に特化した産業用ドローン「カーゴド
ローン」の予約販売を開始したと発表した。

https://www.lnews.jp/2019/12/l1216401.html



https://otapol.com/2016/07/post-7543.html

2016.07.31

Amazonより先に、米ネバダ州のセブンイレブンが“出前ドローン”サービ
スを開始！
編集部

さまざまな分野への応用が期待され、少しずつ法的な整備も進められ
ているドローンだが、遂にアメリカの一部の地域では“出前ドローン”が
空を飛び交っているという







https://a.msn.com/r/2/BB14oDT1?m=ja-jp&referrerID=InAppShare





https://www.nikkan.co.jp/articles/view/00503709

米ボーイング、完全自動操縦の「空飛ぶ車」試験飛行に成功



竹とんぼ型
中国武漢の53歳にな
る農民・
舒满胜さんが作った
“タケコプター”製作
費用は
1万元ちょっと
(20万円くらい？)だと
か

https://pya.tokyo/neta/21546





電気フライングカー



空港の近くで、ド
ローンを飛ばすこと
は禁止。

鳥と、ドローンを
レーダーが
区別するのがむつか
しい技術

チャレンジはしてい
る。



https://academist-cf.com/projects/21?lang=ja

カラスと対話するドローン
目標金額を達成しました



自動操縦の飛行機もドローン



https://www.youtube.com/watch?v=TKsRlioWNvA

ドローンによる空撮
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